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論文内容要旨
 近年,肺の換気血流分布の局所的部位差が注目され,主として重力の影響によることが明らかに
 されつつある。著者は人と犬で横回転(背,腹臥位一左,1右側臥位)並びに頭足方向回転(背臥位
 一頭上,下位)体位変換を行い,心カテーテル法を用いて体位変換の肺循膿へ及ぼす重力の影鞭て
 ついて検討した。
 対象並びに方法
 肺高血圧のない女6名(先天性左一石短絡疾.恵5名,正常1名),年令は14-68才,並びに
 成犬15頭〔10～21h9)を対象とした。(1)横回転体位変換:被検者はX線透視台.上に背臥位
 とし,2本のus7Fカテを左右肺動脈末梢にWeαgeさせた。左右のWeαge部位は両'者の距離
 が垂直,水平両方向にできるだけ開くようにし,X線2方向撮影でカテ先端の位慨を決遣し、た。体
 位変換は背臥位,右,左側臥位の順とし,各体位を10～20分間保持し,圧記録は体重変換2一一
 5分後,続いて5-5分間隔で2～4回行政つた。圧測定は胸廓中{、・の高ざを0点とし・・,!'1をj一一特
 性のストレンゲージ血圧計により増巾器を通し,ビジグラフに同時記録,測定値は呼気終末時平均
 圧を用いた。犬はベントバルビタール静脈麻酔下に,2本のu86Fカテを左右肺動脈にWed.go
 させ,もう一本のuo6Fカテを肺動脈総幹部(PT)に,eGnl虹虹71肋テを継中隔法で左.房
 (LA)に挿入画定,圧を同時記録した。体位変換は背臥位,右',左側臥位,軌阻止の題とした。
 心涌出量(CO),平均循壌時間(MTT)はエn乱(〕cyani血{〕gre{∋nをPl」に注入,腹部大
 動1派(AO)から血1マ夜を工11fu8ion-w上毛hd.raw批lpUmpで足速哩吸引し,・〕!1》etto
 Den3itome七erに導き,SanbOr11のTwin-Vi再ocarα土etCeを⊂記録算出した。(2)頭
 足方側回転体位変換1犬に前述の方法でWedge2ケ所,PT,しAにカテをゴ,i}入山・煽,ただし
 W亀)dge部位は右腕の.上東,下葉とした。更に1ユ.ε6Fカテを右房(R△)に,生理的食塩水を満
 たしたαen6ini8Fカテを食道の三9」♪の高さに,Gensj.ni8Fカテを胸部大1初版(AO)に
 挿入した。回転台に犬を背臥位に固定,体位変換は背臥位,頭.孤立,頭下位の績とし,匠を同時記
 録した。o点は須上位,頭下位では三尖弁の高ざを基準とした。食通内圧(1触)はカナ先端の高さ
 を0点として摂1」足した。食逸内圧1の呼吸性変動f径亘△PE)として,呼気終末時圧と吸気時最小圧
 の差を用いた。CO,MTTから中心血液量(¢BV)を算出した。肺胆管抵抗(PVR)はPT
 -LA圧差をCOで除し,末梢血管抵抗(SVR)はAO-RA圧差をGOで除して求めた。動脈
 血02分圧・CO2分圧・PHは工Lメーターで測定した。
 成績並ひに考按
 t1)横回転体位変換:各体位てり2っのWeαge託閻には有二巻1な圧差がみられず,後述する頭足
 方向回転の結果と併せて,Wod.εe圧は麺来の所説をこ従い静水力学的圧に支配されると考えられた。
 又各体位変換によってWed-gel.1三の変化1.t認められな冗ぎつた、,PT圧は体位による差なく,LA圧
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 は左、右側臥位で上昇の傾向がみられた。oo並びに心拍数は背,腹臥位に比し左,右側臥位で減
 少の傾向を示し,SVは殆んど変化を示さなかった。Wedge圧とLA圧のi月係は背,腹臥位では
 前老が後者を有意に..ヒ回っていたが(各々Pく0.01,PくO.05),左,右側臥位ではこの関係は
 明らかで吐く,このことはeOの減少と関連すると考えられた。即ち肺静脈抵抗は多分に受動的て,
 圧差が流量により左右されることか示唆された。12}頭足方向回転体位変換二上葉と下葉の2つの
 WOαge間に体位に,辷る有意な圧差は認められなかった。しかし体位変換によりWedge圧は背臥
 位に比し,頭上位,頭下位で有意に低下を示した。(各々Pくα01,Pく0.02)。PT圧は頭
 上位,頭下位で一疋の変化を示さず,LA圧は頭上位で有意に低下(Pく。.001),頭下位では
 一定の傾向を示さなかった。RA圧は頭上位で不変,頭下位で上昇の傾向,AO平均圧は頭上位で
 不変,頭下位て有意に低下した〔Pくα0コ)。PEは頭上位で有意.に低下し(Pく0.01),
 頭下位で不変,ムセnね頑上位で増加の傾向,頭下位で減少の傾向を示した。cOは頭.上位で有意
 に減少(Pく。、05),頭下位で変化は一定せず,心拍数は頭上位,頭下位で不変,svは頭上位
 で有意に減少(Pく0.ロて),頭下位で一定の変化を示さなかった。OBVは頭上位,頭下位共一
 定の変化がなく,PVRは頭上位で有意に.、L昇(Pく0.02),頭下位ても上昇の傾向,SVRは
 頭上位で'有意に、}二昇(PくO、01),頭下位で減少の傾向,血液ガスには体位による変化はたかっ
 た。頭上位時PVR算定値一.1二昇の原因として,PT-LA圧差の増大1COの減少が考えられるが,
 前者は背臥位に比し一走の変イヒが攻く,後者がPVRイ直一.ヒ昇に大きく関与していた。しかしCOの.
 殆んど減少し左い例でもPvR上昇が明らかで,PTと1・AEEのiF均で表わされるDi8七ending
 Pre8SUreが背臥位に比し頭上位で有意に低下していたこと(Pく口.01),Dis七ending
 lPre3sureの頭.1二位一背臥位圧差とPVR.ヒ昇率が逆相隣ICぞ=一e.665)'を示したことから,
 煩上位時の肺血管抵抗上昇の主因としてD玲七endingPrO8r辺鞄の低下が考えられた。頭下
 位時には,頭.上位に比し△PE力靖怠に低下(エ⊃くロ.02)し,腹部内1臓の重みによる横隔膜並びに
 1踏郎の運動制限等の影響が考えられ潅。一般に頭下位では,頭上位に比し肺循環動態の変化は軽度
 て,LA圧,CO,SV,P炉R,DistenαingPressure等は平均では背臥位と頭上位の
 中間の値を示し,このことも頭下位時は腹樫内臓器の横隔膜を介した影響等のため,頭上位時とは
 かなり異った塵境にあることを示唆した。
結論
 11)肺動脈Weαge圧は〃1]何なる体位にむいても有意な部位差を認め攻かつた。(2)肺動脈
 Wed.ge一左房圧較差は左側臥位,右側臥位で減少したが,これに肺血流量減少が関連した。
 (3)肺血管抵抗は背臥位に比し頭上位で上昇したが,Di8tendingPres8ureの低下が主因
 と考えられた。(4)須下位では,背臥位に比べた肺循環動態の変化は,頭上位よりも小であった。
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 審査結果の要旨
 肺循環の調節の理解に重力の影響が一部の学者によ9指摘されているが,本研究は人及び犬を
 用いた動物実験で左心.右心カテー・テル法を併用し,横回転(背.腹臥位.左、右1則臥位)並び
 に頭足方向回転(背臥位.頭上位.頭下位)時α)肺循環諸量を測定し,体位変換が肺循輿へ及ぼ
 す影響を検討し,次の結果を得た。
 (1)左右肺又は右肺上葉下葉で同時記録した2箇所の肺動脈襖入圧間には,いずれの体位変換で
 も推計学的に有意の差を生ぜず,従って肺動脈襖入圧は肺静脈側からの水力学的因子に純粋に
 支配されることが立証された。
 (2)肺動脈撰入圧一左房圧較差は背.腹臥位に比し側臥位で低位を示したが,同時に蔀血流量も
 側臥位で減少し,従つえ肺静脈抵抗には変化をみなかった。
 (3)頭上位時,背臥位に比べ肺血流量.一回抽出量は減少し,締血管抵抗は増大した。一方,頭
 上位時の肺動脈襖入圧.左房圧は背臥位に比し明らかに低下し,Di8七enαingPre8sure
 すなわち肺血管を全体として押し広げる血圧の低下が明らかであった。これは頭上位時肺血管
 床の狭小化を示唆するものである。
 (4)頭下位時,肺循環動態の変化は頭上位時にみられた変化より軽度で,この原因として腹腔内
 臓器が横隔膜を介して胸腔を圧迫するため,主として重力により惹起された胸腔内圧勾配が頭
 上位と異なった状態にあり,血管抵抗の増大,茄血管床の狭小化を起さなかつ'ゴヒためと解釈し
 ている。
 以上,肺循環に及ぼす体位変換の影響を胸腔内圧や肺血管抵抗.繭血管容積を考慮しながら検
 討している。従来,体位変換時には塩圧測定の基準点設定等に問題があったが,本研究は測定方
 法に周到な検討を加えて実験を行って変り,又頭足方向回転時の肺循環動態の変動に関する系統
 的検索は従来ほとんどみられない点からも,本研究は肺循壌生理の解明に寄一与することが大きく,
 学位授与に値す為論文と考える。
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